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一本の藁は細 くて弱い。しかし、この藁を

一本一本いただいて束ねる。百本とまとめて

束ねると弱くない。一応の強さを持つことが

できる。そして、この百本単位のものを三本

まとめて、三百本の東にするとますます強く

なる。一本の藁に火をつけて燃やしても、火

はなかなかつかない。ついてもすぐ消える。

ところが、十本とまとめて火をつけると、伺

とか燃えだす。これが百本の東になると、そ

の火は強く、なかなか消えない。これが三百

本の東になれば、その火勢は大変なものとな

る。したがってこの三百本の東が、その三百

倍と集まれば巨大な束となり、もし火がつけ

ば、大変な火勢となってその火を消そうとし

てもなかなか消えるものではない。

私は一本、一本と会員校の皆様から藁を集

めて、大きな東とするよう夢をみている。 1

校、 1校 をお訪ねする気塊でこの文章を書い

ている。どうか、会員校の皆様、一本の藁を

私に下さい。現在それでは、どんなことをす

ればよいか、とお尋ねになるなら、「 現代小

会長  大 石 三四郎

学校体育全集 」 (ぎ ょうせい刊)を一校で、

1組ずつ買って下さいとお願いしたい。この

1本 の藁が集まると、巨大な力を私にくれた

ことになる。この力こそ、日本学校体育研究

連合会の力となる。一本の藁と笑って下さる

な。これこそ、わが組織のエネルギー源にな

るものである。

私は、盤水の中に入れられた一本の箸であ

る。この箸を回すのは、会員校の皆さんであ

る。初めは、抵抗が強くこの箸で水を回すこ

とができない。しかし、皆様のお力添えによ

りこの盤水が力強く回り出したら大変なこと

になる。今度は、私が止まろうとしても止ま

るものではない。盤水に流されて、その上ま

るところを知らない筈である。会員諸公よ、

私に力を与えて下さい。私を回してみて下さ

い。そこには、わが組織のエネル ギ ーが あ

る。その力とはこの「現代小学校体育全集」

を買 うことに外ならない。よろしく、私に、

エネルギーを賜れ。
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「 ファミリー スポーツ委員会」 とスポーツ文化会議

社 団法人全 国大学体育連合、財団法人 日本学校体育研究連合会、財 団法人余暇開発 セ ンター

では、 スポーツが 日本人の レジャーとして習慣化、生活イヒす ることを願 って、 ファ ミリー・ス

ポーツを振興す る機構 として「 ファ ミリー・スポー ッ委員会 Jを設 立いた しま した。
この委員会 は、 レジャー社会 におけ るスポーツ単位 として ファ ミリーに焦点 を合わせ、 フ ァ

ミリー・スポーツを振 興 させ るための諸種の支援事業 を行 うことを目的に設立 した ものです。

<活動事項>
0)家庭 を構 成す る家族全体 お よび個 々の成員が年齢お よび 自己の嗜好に合 ったスポー ッ能力

の開発 を行 うことを支援 す る。

0)レ ジャーとしてのス ポー ツだけではな く、社会体育、学校体育のための専門的な教育およ

び その教 育の場 を与 え る。

0)本会の 目的 を達成す るた めに、体育、 スポーツ全般にわた る情報の収集 と専門家間の交 流

を深め る。

“

)情報提供、指導、催 し開催な どを行 う。

<役員名>
名誉会長  松 田 智 雄  図書館情報大学学長

石 川 忠 雄  慶応義塾大学塾長//③全国大学体育連合会長
顧  問  伍 堂 輝 雄  ②日本レクリエーション協会々長

牛 尾 治 朗  ウシォ電機い会長
河 野 謙 三  動日本体育協会々長
大 島 正 光  ⑭医療情報開発センター理事長
武 見 太 郎  日本医師会々長
永 井 道 雄  的朝日新聞社客員論説委員
永 野 重 雄  日本商工会議所会頭
柳 川 覚 治  文部省体育局長

会  長  佐 橋   滋  ②余暇開発センター理事長
組織委員会

委 員 長  大 石 三四郎
  目著嘗窃警「

総合研究所々長/⑭ 日本学校体育研究連合会々島 //③全国大学体育

夫  筑波大学教授
明  上智大学教授
郎  国士館大学教授
三  学習院大学教授
一  勁日本体育協会事務局長
夫  東京大学教授
誠  東京都立大学教授
一  ②日本学校体育研究連合会理事長
人  日本ボウリング振興協議会議長
郎  ③日本ゴルフ場事業協会専務理事
賓  全国運動用品商工団体連合会々長
斉  日本健康スポーッ連盟理事長
一  日本医師会常任理事
志  ②日本レクリエーション協会常務理事
通  0日 本サイクリング協会副会長

学  体 連 会  報 第  8 号

日本スペシャルオリンピック委員会々長

0余暇開発センター常務理事
主要団体の概要

1 社団法人 全国大学体育連合
文部省認可の社団法人で、四年市J大学、短期大学の正課体育担当者の研究交流、研修機会、親睦を目的とした機

関。現在365大学が加盟、事務所は東京都千代田区丸の内3-3-1新 東京ビル623号 (呼電 212-1501)、会長
石川忠雄 (慶応義塾大学塾長)、専務理事 大石三四郎 (筑波大学名誉教授)
2 財団法人 日本学校体育研究連合会
文部省認可の財団法人で、小学校、中学校、高等学校の体育教師の研修機会、親睦を目的とした機関。組織は46

都道府県単位の加盟で構成されている。事務所は東京都渋谷区代 木々神園町 3-1国立ォリンピック記念センター
青少年総合センター内 〈電 465-3954、 7464)、 会長 大石三四郎 (筑波大学名誉教授)、理事長 重田一 (前東京
都立富士高校校長)

3 財団法人 余暇開発センター
通産省認可の財団法人で、わが国余暇問題のシンクタンクとして民間企業と日本自転車振興会の基金をもとに設
立された機関。事務所は東京都千代田区霞が関3-8-1虎 の門三井ビル内 (直通電話 591-8082)、 理事長 佐橋
滋。

昭和 56年度事業組織

スポーツ文化会議、 フ ァミリンピック
′81フ ェステ ィバル、 ファミリンピック・ フ ォトコン

テス トの 3事業 を行 うための組織 は以下の とお りです。
主 催  社団法人 全国大学体育連合

財団法人 日本学校体育研究連合会
財団法人 余暇開発センター

後 援  総理府/文部省/通産省//自 治省/厚生省//学習院大学//健康福祉研究会 (日本商工会議所/日本医師
会//0日本体育協会//0日本レクリエーション協会、他)/日本ボウリング振興協議会//③ 日本ゴルフ
場事業協会/日本健康スポーッ連HX/動日本サイクリング協会

協 賛  富士写真フイルム株式会社
事務局  〒 100 東京都千代田区霞が関 3-8-1

虎の門三井ビル内

財団法人 余暇開発センター「 ファミリー スポーツ委員会 」
電話 03-591-8082  事務局  鈴 木 文 夫

松 田 義 幸
◎スポーツ文化会議

レジャー社会におけるクオリティ・スポーッ、スポーッ文化のあ り方を求めて、体育関係

者、スポーツジャーナリス ト、スポーツ行政関係者、スポーツ事業関係者が一同に集 り、研

究発表、討議 を行います。

概要は以下のとお りです。

期 日   昭和 56年 8月 1日 (土)～ 2日 (日 )
場 所  学習院大学
参加費  一般  Yl,∞0- 学生  "o―
プログラム構成

<基調講演> スポーツに対する関心が高まり、今やスポーツは学際的テーマになりつつある。最近の文化人類学、
社会学、哲学といった分野から「 スポーツ文化Jの新しい視点を提示。

<特別講演> 「 レジャー社会」「文化の時代 Jと いう今日的状況に、生涯スポーツ、コミュニティ スポーッ、フ
ァミリー・スポーッ、障害者とのスポーッ交流をどのように位置づけるべきかを提示。
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号第報連体学

<記念講演> スポーッの世界を具体的に興味深く語 りかける。
<シ ンポジウム>
テ~マ① スポーッの魅力を探る。
テ~マ② レジャー社会に向けてのスポーッ文化を求めて

くWor kshop> 現在スポーッ問題に直接携わっている研究者、
○ 生涯スポーッ教育部会
② 障害者のスポーッ交流部会
③  トリム健康教育部会
④ スポーッ産業部会
○ スポーツ情報部会

関係者の参加による問題の発見、問題の解決を探る。

記念講演 13:30～ 14:30

[層
道
喜
人間の成長」

‥

‥

…

‥
切
…

‥
取
…

‥
線

…

…

…
…

…

…

参 カロ費 :一般 Yl,OoO一  学生 Y500-
申込方法 :所定の申込用紙に必要事項を記入し、 7月 20日 までに下記宛送付して下さい。

〒 100 東京都千代田区霞が関 3-8-1
虎の門三井ビル 余暇開発センター内
ファミリー・スポーッ委員会

「 スポーツ文化会議 J事務局
参加費は、申し込みと同時に銀行振込 (住友銀行虎のF5支店① 14313)で上記宛送付して下さい。申し込み取消しの場合にも参加費はお返し致しませんので、ご了承下さい。
ご不明の点がありましたら下記宛、お問い合わせ下さい。日程および発表者について多少の変更のある場合はご了承下さい。尚、期間中の宿泊につきましては、参加者各自予め、お決め下さい。

東京都千代田区霞が関3-8-1
虎の門三井ビル 9F  余暇開発センター内
ファミリー スポーッ委員会
「 スポーツ文化会議」事務局
(担当  鈴木 尾原)
電話 03-591-8082(直 通)

専
T研重聾貪含型ζ覇≦

ご希望のところの番号を○で囲んでくださぃ)

2 障害者のスポーッ交流部会
3 トリム健康教育部会
4 スポーッ産業部会
5 スポーッ情報部会

(記入しないでください)

8月 1日 (土 )

午
　
前

開会式 10:00～ lo:40
基調講演 10:40～ 12:∞
「 スポーツの歓び J
ポール・フイス

(エール大学名誉教授、哲学者)

午

後

専門研究部会 13:30～ 18:00
5会場で同時進行
① 生涯スポーッ部会
司会 松田義幸 (筑波大学助教授)
″ 遠藤靖夫 (朝 日新聞記者)

会著盆詈1貫馨景曇震馨[曇肇詈|)
鈴木一正 (都立北高校教頭)
滝沢英夫 (東京大学教授)
浅田隆夫 (筑波大学教授)

② 障害者のスポーッ交流部会
歌 寿醤護繹霧繁香繁発準)
大平義次 〈埼玉県立盲学校教諭)
勝矢光信 (電話相談員)
中川一彦 (筑波大学助教授)
橋場賢一 (川崎聾学校教諭)

①同宏奄影響覇1カ
エル識理事0司会

[]署ξl[[R3呑菫をF「
事長)

江僑慎四郎 (前東京大学教授)
高田 昂 (北里大学教授)
渡辺俊男 (日 本大学教授)

④ スポーッ産業部会
司会 淀野隆之 〈評論家)″
 実壕誓婁
菫ヾ冒詈「
ダ鳥鳳書空曇各協会

議電
恒
讐種省窪獣属薫暑量雪深聾容曇々
長)

田舛彦介 (∽タマス社長)

言慇誉曇1量1曇曇多重訂差貫″
理事長)

藤井英男 (弁護士)
松下 忠 (日 本ボウリング振興協議会事務

局長)
⑤ スポーツ情報部会司会
 総農冨籠{冒炉露信報癸季畠昴}

言]景[ま i][]§ン:]言営す
「
81:[il抒桑抒]う言景
勢賃)

8月 2日 (日 )

午

前

特別講演 9:00～ 10:oo

5ζτうTι [ギ
~ツの人間的意味」

シン下ζ;11~ルI巫楚ら当認ヤ
~論
)

当曇
ポ
漏条僣壁々貨肇重」評論家)
清水 晶 (映画評論家)

__文罐蜃峠子孟II営⑮了
)

8月 2日 (日 )

参 加 要 領

運

〒

勤 務 先 :

(学校名)
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習講
ハ
バ

昭和56年 6月 19日～ 21日 、東京YMCA山 中湖センターで行いました「 1981障害児キャンプ指導者講習会J。 参加者は少数で し
たが、その感想には、多大の成果が如実に示されています。

障害児キャンプ指導者講習会に参加 して

筑波大学附属盲学校  伊 藤 忠 一

普通 学 校 に 障害児が入学し健 常 児 と一緒に学校生活を送るようになってか ら、今までの知識ゃ経験だけでは処理しされない多

くの問題点が提起されている。

ポリオや脳性 まひで手足の不自由な子どもたちに、自然環境でのキャンプ生活を体験させるというむずかしい行事に、 20年前か ら

取 り組んで実行 している団体がある。その行事に最初か ら参画し、現在 も指導的立場で毎年のキャンプに参加しておられる方々を講

師に迎えた学体連主催の表記の講習会に、私自身に欠けているものを学びそして補 うつもりで参加した。

参加した学体連の先生方は 5名 で最初の ミーティングでは、どぅなるものかと心細さを感じたが、講師の先生方の御配慮で、 同 じ

時期に研修会をもつた。今年度のキャンプのリーダー (学生ボランティア)諸君のプログラムにも加わることができ、内容 の濃い、
充実感にあふれた 3日 間をすごすことができた。

学校がキャンプ活動に障害児を参加させようと考えるときには、特別な設備、用具が必要だという発想ではなく、不十分な状態 で

参加させ るためにはどうすればよいかという立場で考えて欲しいし、また今までキャンプ生活を体験 したことのある障害児 や これ を

支えてきた リーダー (学生ボランティア)諸君の意見などを是非参考にしていただきたいという気がした。
情熱や愛情だけでは指導できない。

ち ょっとした配慮を欠 くことによって、児童生徒に心理的負担を与えてしまい、事後の活動に支障を来たす ことがある。指導者が、

障害についての正 しい理解 と介助の正しい方法を体得 していなければ、活気のあるキャンプ活動を展 F■5す ることはできない。生命 の

維持に直結している介助の仕方は、障害 の種類や程度によって異なるが、その生活場面に応じた技能と心構えについて理解す ること

ができた。このことを知ろうとはしないで、自分の学校に在籍する障害児を体育プログラムゃ学校行事に参加させない教師 がい ると

すれば、考え方を改める必要があるように思 う。

手を出すな、 しかし日は離すな

安全第一と事故を恐れるあまり、きめられたプログラムにただ参加させるだけとい う活動 も教育という観点か らみると問題がある。

参加した児童生徒が、自分たちのできる範囲で、創造的に活動に参加 してい く姿勢をとらせるための配慮が必要だと強調 された。障

害児だからといって あ ま り手 を力■プすぎることは、かえって彼等の活動意欲を低下 させる原因になる。 さりげなく振舞い なが ら、

細心の配慮をおこたらない指導者のもとで、活発な活動が展開されるということこそ、リーダー研修会できび し く tヽ われ た ことであ

る。

ともに行う活動

障害児は 1対 1で育て られ、生活してきているので、他人 (先生・友人)と ともに行 う活動の機会が少なく、忍耐力 と集中力 に欠

けているといわれている。自分の家か ら外に出る機会がなく、対人関係の欠如が発達の障害になっているので、キャンプ生活 は人間

関係を回復させることにも役立ち、生活意欲 も出て くるとのことである。指導者や友だちとともにプログラムをつくり出 してい くキ

ャンプ生活は、障害児に自発性を芽生えさせるきつかけにな り、 リハビリテーションのよい機会をもっていることを学んだ。

指導者はゾーンディフェンスで

リーダーの働き如何がなんといっても、キャンプ活動の成果を左右するので、折にふれて、こころ配りと気ばたらきが求 め られて

いた。 リーダーが複数だとメンバーに分裂がおこるので、キャビンリーダーは 7人のメンバーを 1人で面 倒 をみ ることにな ってい

る。キャビンリーダーが 1対 1の介助をしている時は、直接関係のない リーダーはキャビン、手洗いの近 くにいて、他のメンバーの

行動に日を注いでいくなどのはたらきが必要になる。そのため夜の リーダー ミーティング、朝のスタッフミーティングは、キ ャンプ

全体の動きについて共通の理解を持つために重要になってくることが強調されていた。

実際の場面を想定しながらの実習に重点をおいた講習をおえた夜、キャビンでそれぞれの学校の様子や児童生徒の状態につい て話

し合 うことができたことも有意義だった。 リーダー研修会に参加した学生たちと食卓をともにしなが ら歌を歌ったり、話がで きた こ

ともいい思い出になった。参加者が多いと、どうして も形式的になるので、できれば10人 ぐらいに参カロ者を制限し、学体連 の恒例講

習会 として継続していってもらいたい と思っている。

「障害児キャンプ 指導者講習会」に参加して

宮崎県立盲学校  山 田 真 一

まず、今回このような貴重な体験の機会を与えて下さった日本学校体育研究連合会の先生万

に御礼を申し上げます。

障害児関係の職に就いて三年目に入りましたがその間、何をやってきたのか後に残るものが

何もなく「 これでは自分の仕事に自信が持てない。Jと 思ってた頃、内地留学という形で長期

に渡り、研究する時間を県より戴き、4月 から東京へ出てきて、「よし、何でもやってみよ発 J

という気持ちの時に講 習 会の 話を聴き、詳しい内容も知 らないままに申し込んでしまい、学

校行事でも障害児へのキャンプ指導の経験はいまだなく不安をぬぐえないままに参加すること

になりました。それに「 3日 間の日程はちょっと長い なあ。」という感じもしておりました。

「何かひとつぐらいは身につくだろ う。」それが東京YMCA山 中湖キャンプ サイトに着
くまでの偽 らざる私の心境でありました。ところが、講習を終 えた帰 りのバスの中では「大

きな勉強を二つもした。Jと いう満足感に浸 りきっておりました。この二つは実に質量のある

尊いものです。

ひとつは「組織キャンプJを知 りました。詳述はできませんが簡単にその歴史 内容 を書い
てみますと、

一世紀以上も前から北米で始まり時代背景により様々な形を経て現在に至 り、日本では 1911

年大阪YMCAが 最初の組織キャンプを行いました。また、障害児 (肢体不自由児)を対象と
したものは 19鴫年、神戸YMOAが 朝日新聞厚生文化事業団と共催で小豆島のキャンプ場で行
ったのが最初でした。その後場所 時期 期間 対象などに改善が成され、 1962年から東京Y
MCA山 中湖 キャンプ場に於いて、日本肢体不自由児協会 東京YMCA 毎日新聞東京社会
事業団の共同主催により今日に至っているそうです。

次にキャンプの組織構成を掲げますと、

主催団体姜キャンプ ディレクター (キ ャンプ全体の統括責任者)こう プログラム・ディレクタ
ー (プ ログラム遂行上の全体指揮)=)プ ログラム・スタッフ (プ ログラム面での技術的な援助

と指導)=)プ ログラム・リーダー (プ ログラム企画・運営における援助と指導)=)プログラム

ユニット・リーダー (ユ ニット補佐とプログラム運営)→ ユニット リーダー (各ユニットで
の指導と援助)→>ル ーム リーダー (キ ャンパーと生活を共にする直接的指導者)う キャンパ
ー (参加児童)十 ビジネス スタッフ (渉外 会計面でのマネージメント)と なります。「争 J
は権力・力関係を示す ものではなく各々の係は同等 並列にあり、最小単位集団、ユニット←
ャンパー)の為の協力関係にあ ります。
ディレクター スタッフ リー ダー達 はキャンプ インまでに数十回の委員会・ ミーティ
ング 交流会・宿泊 トレーニング等の研修を重ね、キャンプ終了後も反省会・キャンパー評価
(キ ャンプ前後の変容)思い出文集作成等を記録として残 す為 の活動が絶えず成されている
のであります。
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このような組織 活動により実施 されるキャンプの実際は全て子供達のものであり内容とし
て特筆すべきはプログラム決定までの経過でそれを簡単に述べてみますと、

午前～比較的動きの軽いプログラム (七宝焼 紙粘土づくりなど)
午後～動的プログラム (ハ ィキング 水泳など)
夜～静かな情緒的プログラム (キ ャ ン ドル サービス・ユニット話し合いなど)の骨組み
をプログラム スタッフで考えておき、キャンパーの自主性を最大限に生かす目的 で キ ャ ン
プ・イン後キャンパーの意見を求めスタッフの考えとキャンパーの意見がより尊重されるべ く

決定していきます。野外炊事に於いても同様の経過を辿 リリーダーは助言者として存在し、活

動に入ると援助者となるわけです。要するに子供達は「キャンプをしてい る。」のです。当り

前のことのようですが学校教育現場では形の上での参加が場面 はあつ て もいきおい行事消化

目的に陥 り「キャンプをさせられている。 Jと 思 う子供達は少なくないでしょう。 現 実には
いろんな問題があり忙しく学校行事として組織キャンプを実施することは困難だと思われるで

しょうが、このキャンプのスタッフ リーダー達はそれぞれ違った本職を持っておりながら、忙
しい中を時間を裂いて来ているのです。それを考えると学校に於いてもこのようなキャンプ実

施は決して不可能ではない筈です。

ちょっと横道にそれましたが、組織キャンプの条件を列挙します。

1 自然環境 (美 しい)中での活動～浩けさ→解放感→創造性
2 集団生活を通しての活動～人数分の文化交流→個人の能力を越えた発見
3 指導者とともに行う活動～子供と一緒にやっていく
4 自然の素材を用いる活動～素朴さを学び・満喫する
5 創造的自主的活動～自然の状態 動きによるプログラム
.以上、組織キャンプについて述べてみましたが私自身、スタッフ リーダーの宿泊 トレーニ
ング場面しか見ておらず理解に欠ける点があり、充分ではありませんが、子供達の自主性・協

調性を最大限生かすことに主目的が置かれているのがこのキャンプではないかと思います。尚、

障害児対象ということで安全面での心配が先に立ってしまい勝ちですが、専門医によるリーダ

ー達への対象児のもつ様々な障害の医学的理解の為の説明、 トイレ 入浴・食事等の介助訓練
が続けられ、事故防止上の配慮は充分されています。それでも事故が発生した場合は「障害児

だからJと は言えないでしょう。                         ｀

ひとつ目が長くなりましたがふたつ目は先に述べたようなスタッフ・リーダー達に接するこ

とができたということです。私達は月給を受けており障害児の為に働くのは当然なんですが、

彼等は違います。少ない有給休暇を使い果たし、また学生は勉強の時間を裂いて遠いところま

でやってきます。このキャンプに費す労力は準備会 研修日程表を見ても相当なものであるこ
とが解 ります。よくある暇をみて、時間のある時に行う奉仕ではありません。それに彼等の明

るいこと。一同が目的をひとつにして、しかも自分の利益の為じゃなく活動 している姿に接し、

「世の中にはこんなに素晴しい人々がいるのだム」とい う思いで東京での所謂悪い面での都会

を感じていた私は胸にジーンと込み上げてくるものがありました。この貴重な体験を生かすべ

く私も彼等に恥じない生き方をしていくつもりです。

第12回全国学校体育指導者講習会

期日 昭和 56年 8月 3(月 )4(火 )5日 (水 )

会場 学習院大学@曇で景曇肝fll189:」
1

堂
・
体  連 第 8 号報

6

4

5

6

講  師
講   演  字 土 正 彦  筑波大学教授

演題「 これからの小学校体育に期待するもの 」

基本の運動  長 沢 靖 夫  東京学芸大学助教授
ゲ ー ム  加 室 一 臣  東京都立教育研究所主任指導主事
表現 運 動  金 井 芙三枝  日本女子体育大学教授
器 械 運 動  中 島 光 広  筑波大学教授
体   操  大 野 幸 男  東京都立教育研究所指導主事
陸 上 運 動  岩 永   務  江戸り区下鎌田小学校長
ボール運動  関   四 郎  東京学芸大学教授
定  員  200名
会  費  a000円 (資料費, 講師謝金,会場費,難費にあてる。申込書に添えて申し込んで下さい。)
携 行 品  運動の服装 靴  筆記具  保険証
申  込  申込書に必要事項を明記し, 会費を添えて下記あてにお申し込み下さい。各地区とりまとめてお申し込み下さると,何かとこ便利

です。

〒 151東 京都渋谷区代々木神園町 3-1
国立ォリンピック記念青少年総合センター内

日本学校体育研究連合会    電話 03465-3954 7464
会費振込先  第一勧業銀行代々本支店

普通預金講座 る 1364078
財団法人 日本学校体育研究連合会 会長 大石三四郎

申込期限  7月 20日 (月 ) 疑間の節は電話で 0連絡下さい。
宿  泊  特にあっせんいたしません。

昭和56年  月  日
(代表者)氏  名

α )日本学校体育研究連合会御中

第 1日  8/3(月 ) 第 2日  8/4(火 ) 第 3日  8/5(水 )

受 付  9i00～ 9130

開講式  9:30～ 10:oo

講 演 10:00～ 12:00

実 技 9:31～ 12:00 実 技 9:∞ ～ 12:00

表 現 運 動

器 械 運 動

12 : 00-13 1 30

冨響宴 H:∞～″:00
12:00～ 13:30

実 技 13:30～ 16:30 実 技  13:30～ 16:30

基 本 の運 動

寧12回 全国学校体育指導者講習会申込書

-8-

会費 5,000円 ×
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体育・スポーツ教材・教具作品募集要項 全国学校体育研究大会 決定./

1期第
"冒
鯛
砲霧籠乳1奄亀日の“

日⑥ 和々
研究主題  たくましいからだと心を育てる

全体会場  大阪市 大阪厚生年金会館

分科会数  幼 2 小 9 中 5 高 5 養 1

2♂
駕

鯛

酪羅5201「

'日

休 )8日 輸 )イ
・
物

研究主題  生涯スポーツを志向した学校体育のあり方

全体会場  新潟市 新潟県民会館

3分量2警 (昭紺皇年饉j大基
4高 2養 1 書.ク

開 催 県  神奈川県

― 書  評 一

大石昭雨著「 誰 も書かなかった リヒテンシ
ュタイン J サンケイ出版 llE 56 6

定価 980円

「リヒテンシュタイン」と問いて、筆者がまず想い起こすのは、[『言」で覧見稚議:芝 i:二 :「義畠看真じ1lFattλτ
リツとに途中下車して、美しい色彩 と、グ

ツドデザインのフ手
セツ

フトがいくつもあり、古いものか ら、新しいものまで、各種
の手ころな値段にまとめ られている。売 り子

の女性 も、美しく、かつ、

[:言 ][ii[li:[:Ё i:[]「 II』 :];i:書 ili[|::i『 ][][[[:「 ;iii:[;;]を
i:]

発売予定日を直前にして、焼却するという、気骨
のあるところも示

そこには、小な りとい うども独立国であ り、か
つ、かの有名なオース トリア ハプスブルグ家の貴族、リヒテ

ンシュタ イ ン候

家 、 第 13代の治める候国である「 誇 り」が感ぜ られる。それ
でいて、決 して、独裁国ではなく、 5人の閣僚、 2つの政党によっ

て政治は運ばれ、重要事項は、 となりの
スイス同様、国民投票によるとい う民主的な運営

の国柄であることがわかる。 (但 し、女

性の国政参政権はない。)

一方、アルプスの少女、ハイジの舞台となった
メルヘンの村マイエンクヒル ト村に接しなが ら、食糧

の備蓄や、国 民 皆 兵 (民

兵制)の 国スイスとの緊密の連携を忘れない非武装中立の国
の リヒテンシュタインの素顔が、著者とその家族 ぐる

みの 4ケ 月 の

「 留学 」体験を通して、各所
ににしみ出ている貴重な書 といえる。本当の意味で「 誰 も書

かなかった 」リヒテンシュタイン紹介の

書である。
国立特殊教育総合研究所教育工学研究部長  詫 間 晋 平

アメリカ医師会編 性の総合科学研究会訳「 人間の性 」

株式会社出版科学総合研究所発行

昭5511月

定価  6,500円

日本の学校で行われている性教育は、一般的な知識
を授けた り、調べたり、発表させたりはして

いるが、1人 1人の深い疑間に答え

ているとは思えない。幅広 く奥深き性教育の領域の、一部を担 っ
ているのである。何故か。それは最後にはマンツ

ーマンの部分に

入って、 1人 1人の疑間を、分 りやす く解決してやらなけ
ればならな くなるのだが、ここに踏み込むことは容易

ではないか らであ

る。

この本は、生理的、病理的知識が十分である医師
に対 して、なお人間性の把握 と指導 をねらい として、幅広

く配昼
豊かに性を展

開し、医師のあるべき姿を期待して書かれ
ている。同時に懸命に性教育を実施してなお満 ち足 ら

ぬ学校の先生方に、最 も欲 しいと

思われ る何かを提供し、あるいはもやも
やを解決する緒を与えるものであると考える。

直接あなたのためとして書かれたのではない本を読
んで、その示唆に打たれることは、よくあるも

のである。

(財)]奪
孟讐筆詈瑾響最宮
会理事長  重 田   一

号第報連体学

パテント、」ES規格等を希望する場合は、申込み前に申請を済ませておくものとする。

_(財 )日 本学校体育研究連合会

3 応募資格

(財〉日本学校体育研究連合会

「

作成者が複数の場合は 氏名欄に代表者名を記入する。

-10- -11-
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昭和56年度研究事業調査結果の報告

前年度 も同趣旨の調査を実施し結果を「 学体連会報 」第 7号に報告いたしました。

今年度の分が一応まとまりましたので御報告いたします。研究担当校その他 もわかっておりますので、 もし具体的に知 りたい方は事務 局 の方
に問い合わせてください。なお、ここには、決定ずみの分だけ掲載する。                            事務局

く小学校>

都 府 研 究 主 題 研 究 担 当 校

北 海 違 ひとりひとりが喜びを持 って楽しめる体育学習のあり方 函館市立弥生小学校

岩 岩手県学校体育研究大会

山 運動の喜びが高まる体育指導はどうあればよいか 最北地区

福  濠 進んで運動し意欲的に学習活動する児童を育成する指導はどうあればよいか 南会津郡只見町立明和小学校

群 県学校体育研究発表会 県内研究推進校

埼 子供達が生さ生 きと活動する授業の計画と実践 基本運動 表現運動

千 子どもの生活を生き生 きとさせるための体力つくり 市川市立行徳4学校

神 奈 体力つくりについて、正しい理解を深め、その推進をはかる 各地区代表

学習指導要領の趣旨を十分理解 し、体育指導の実践への効果をはかる

新   編 生涯スポーツの志向

新教育課程の編成

体育教材とその管理

石  り| 自ら考え正しく判断し、それを実践できる児童 生徒の育成をめざす体育指導 金沢プロック

長  霞 すべての子どもが運動の楽 しさを味わい進んで取 り組む体育の学習はどうあればよいか 長野市立城山小学校

木曽郡上松町上松小学校

岐 一人ひとりが運動に親 しみ、体力を高めるための指導 恵那郡明智町立明智小学校

愛  カ 太陽と土に親しみ自ら運動に励む子をめざす 岡崎市立井田小学校

健康でたくましい東田っ子―めあてをもちはげまし合いがんば り抜 く子をめざして一 豊僑市立東田小学校

体育の生活化とたくましい子どもづくり 豊橋市立東部小学校

自ら進んで体力つくりにはげむ子の育成 一官市立浅井中小学校

滋 子供が楽しく学べる体育学習 各プロックで研究推進

2校予定 未定
大   腸 小中体研研究発表大会

兵  臓 子どもの欲求を生かす体力つくり 加古川市立陵北小学校

県学校体育研究発表大会

鳥  Ir 楽しく進んで取組む体育学習 西伯郡中山町中山小学校

発達段階に応した効果的な学習指導 鳥取県学校体育研究発表大会 小中高合同 米子市尚徳中学校

島  根 ひとりひとりが喜んで参加する運動学習 江津市立郷田小学校

岡   山 たくましい体とゆたかな心―自主的に仲間と歩む体力つ くリー 山手小学校

21世紀 を生きる健康な子どもづ くり 成羽小学校

広   島 誰 もが楽しくできる体育学習を目指して 県二次教育事務所管内
研究指定小学校 4～ 5校

山   口 自らたくましい体力つくりにはげむ子ども 豊田町立西市小学校

徳  島 運動の楽 しさを求める体育学習 板野郡松島小学校

佐  賀 佐賀県保健体育研究発表大会

熊  本 喜んで実践する体育学習をめざして 山鹿市米田小学校

宮   崎 主体的に創造 し、日主的に実践する体育学習をめざして 宮崎小 大淀小 生目小
富大附小  他 1校

鹿 児 島 ひとりひとりが喜んで取 り組む体育学習のあり方 鹿児島市立東谷山小学校

県学校体育研究発表大会

沖  縄 すすんで実践する体育学習をめざして く副> よろこんで実践する体育学習をめざして
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<中学校>

都道府県 研 究 主 題 研 究 担 当 校

北 海 道 ひとうひとりが喜びを持って楽 しめる体育学習のあり方 函館市立西中学校

彗  手 岩手県学校体育研究大会

1 形 楽しい体育の授業をさがして 各地区 ‐各学校で

福  島 進んで身体活動をする能力や健康で安全な生活をする態度を育てる指導はどのようにしたらよいか 本官町立本宮第一中学校

馬 県学校体育研究発表会 県内研究推進校代表

埼  玉 個人的スポーツ (器械運動)の特性をふまえた指導法 とその評価について 莞奈需霊寵栞筆学校
個人的スポーツ (陸上競技)の特性をスまえた指導法について 査留評翌暦湯串季篠

多
`癸

8纂惨ζ:藻るよ福舅港絡
=1義
業の展開をめざして 担当校 5校

千  葉 授業における基礎体力つくりをどのように推めたらよいか 市川市立高谷中学校

神 奈 り| 生徒自ら運動に親しむ体育学習を求めて 各地区代表

体力つくりの計画と実践

新  派 生涯スポーツの志向

新教育課程の編成

体育教材とその管理

石   川 自ら考え正しく判断しそれを実践できる生徒の育成をめざす体育指導 小松プロック

長   野 すべての子どもが運動の楽しさを味わいすすんでとり組む体育学習はどうあればよいか 長野市立東部中学校

木曽郡上松町上松中学校

反  阜 自らめあてを持ってねばり強 く運動する生徒づくり 養老町立東部中学校

登  気 たくましく明るい生徒の育成をめざして 海部郡蟹江町立蟹江北中

「心 技 体」の調和ある人間形成をめざす格技指導 知多市立八幡中学校

滋  慣 格技の効果的な指導について 安曇川町立安曇川中学

スポーツの喜びや楽しさを味わせる体育指導について 各プロック代表

大   阪 小中体研研究発表大会

兵  庫 全校縄とび運動による体力つ くり 西官市立甲武中学校

鳥  取 東 中 西三地区毎に研究会開催予定
発達段階に応した効果的な学習指導 (学校体育研究発表大会 ) 米子市尚徳中学校

島   志 中学校における望ましいスポーッ活動のあり方を求めて 大田市立第二中学校

司  山 主徒の自発的意欲に基づく体力つくり 阿哲郡神郷町立神郷中

山   口 保健体育における自主的学習態度の育成 周東町立周東中学校

心身ともに健康な生徒の育成 錦町立錦中学校

徳  膚 運動の楽 しさを味わわせる体育学習を求めて 海部郡中体連

佐   警 県保健体育研究発表大会      (主 題は未決定 ) 中学 (3校 )

熊   本 自らすすんで実践する体育学習
糠箸濃発哀

郡市各中学校

宮   崎 主体的に創造し、自主的に実践する体育学習をめざして 市立大塚中、住吉中他 1

鹿 児 自 中学校部活動のあり方 関係中学校

学校体育研究発表大会

沖   離 進んで実践する体育学習をめざして 未定

く高等学校>

各学校の特色を生かし、生徒の能力適性の伸長を図るための「 体育 」「 保健 」の指導計画と指導法
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学体連が編集 した本があります。

現代小学校体 育全集   発行所 株式会社ぎょうせい

この会報の最初に出ている会長のことばのなかにあるように、学体連編集の現代小学校体育全集がある。13巻 中、既に 6冊刊行 さ

れている。第 1巻学校体育、第 2巻基本の運動、第 3巻ゲーム、第 7巻水泳、第 8巻ボール運動、第 9巻表現運動の 6冊だ。

小学校体育の全分野を網羅し、明快な「 指導の進め方」 と、授業にすぐ使える「展開例Jの 2部か ら構成されてい る。展開例 は図
解中心で、指導の流れやポイントが一日で分るように工夫されている。見易 く作 られていることは、本自体に親 しみを持たせ るこ と

になる。各教材の評価の観点を具体的に示 し、容易に評価できるようにしてあるの も、大きな助けになろう。運動 (教材)の 発展 や
工夫を考えた貴重な資料が、図解で豊富に示 されていることも、指導者の興味を拡げ、指導の質を高めるのに役立つであろ う。手 に

とった時、何 となく感 じがよくて、分 り易いなとい う印象が第一に来たの も事実である。

親 と子 のライ フ &スポー ツ 子 どもとお菓子   発行所 株式会社ぎようせい  950円

子 どもにかかせないおやつ。その歴史 と現状を概括し、お菓子 とおやつ、子 どもの生活 とおやつ、子どもの健康 とおやつ、 おやつ
の与え方に分けてのべ られている。何 ということもないと思いがらのおやつだが、読んでみて、おやつの持つ意味や、与え方 の如何

でよくも悪 くもなると、今さらのように教えられるのである。そして20年前と現代の母親のおやつに対する考え方を比べると、現代

の母親が当を得ているという調査結果 もあることを知った。 このような母親に育てられてい る子 どもの幸を思 うのである。

親 と子 のライ フ &スポー ツ 子 ど もとポ ウ リング   発行所 株式会社 ぎょうせい  950円

何だボウリングかと、多くの人は思 うだろう。ひとりひ とりの人間が、生涯にわたって継続的にスポーツを実践する能力 と態度 を

養 うことが、学校体育の目標の大切な 1つ である。行 く行 くは自由時間 もより長くなる。 レジャーとしてのスポーツを身につ ける。

そのスター トは、親子ができる運動である。ボウリングは、このことのため最 もよいスポーツ、親子が楽しみながらやれるスポー ツ

だと知 らされた。先ず論よりやってみることのようだ。

号第報運体学

本力に応じた自主的体力つくうの実践                            1県 立木造高等学校
岩  手 学校体育研究大会

■  形 生涯体育に結びつく学校体育

体力向上

黒立米沢工業高等学校

奇  玉
i蕃轟響筆奎計

川口東、
格技指導法

生涯体育をめざした体育指導のあり方

書立所沢北高等学校
千  葉

早立船橋こ和高等学校
東  京 視聴覚器材の活用について

「
高保体研視聴覚部

新しい学習指導要領に基づく「 保健 」の授業について 保健部
体育学習における望ましい態度 習慣の育成 l‐ ついて 体育部
現状をふまえた定時制体育の指導内容 定時制部

第 1支部
神 奈 ′ 学校内外におけるスポーッ活動の活発化及び体力つくりの生活化 升究委員会代表校

基づく教育課程の編成

支  阜 新学習指導要領の主旨をムまえ本校の実態に即した体育指導のあり方 県立海津高等学校
愛  知 部活動 (主 として運動部)参加生徒の高校 3年間における成績 (教科学習)と 進路の

“

連について 高校部会特別研究委員会
別半囁 基準

各地区研究会
二   重 ダンスの指導について

ス居農林高等学校
滋   賀 新学習指導要領の諸問題

景立栗東高等学校
導 法

県立大津中央高等学校
るには

県立愛知高等学校
大  阪 倉J作 ダンス発表会

鳥   取 東 中 西各地区毎に研究会を開催する
島  根

(未定 ) ミ立出雲工業高校
司  山 本力の向上と運動の日常化

熟立高梁工業高等学校
広  島 力つくりについて

県立熊野高等学校

山   口

―

黒立西条農業高等学校

県立岩国商業高校
徳   農

黒高体連南部プロック

佐  賀
高校 3校

長  崎
県立西彼杵高等学校

指導日標をめざして 県立諌早高等学校
熊  本 ら実践する体育学習

高校体育研究会
宮   崎 体的に倉l造 し、自主的に実践する体育学習をめざして 賢立宮崎南、宮崎大官高
鹿 児 島

|

育研究発表大会
調係高等学校

|
ざして

未定

日本学校体育研究連合会

職員2名 (イ零器X
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日本学校体育研究連合会が総力を結集して理論と実際を解説
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日本学校体育研究連合会=編集
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第 8号 学 体 連 会 報

編 集 の あ と が き

昭和 56年 度、はじめての会報を急いで出すにしても、読む人が何かを感じ、何かを考えて下

さるようなものにしたいと、自分だけで思いなが ら、結局は読む人におまかせするより他に仕

方がないものだと悟った。事務局としておしらせしたいことを、適時適切におしらせすること

が、学体連の発展になると分っていても、仲々うまく行かない。仲々うまく行かないと言わず

思わず、おしらせすべきことは早く、正確におしらせしなければならぬと、思 うことしきりで

ある。
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